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特集「囲碁のまち おのみち」
～囲碁を活かしたまちづくり～

タイムスケジュール
13：00～15：20
　映画「ふるさとがえり」上映
̶15：20～15：30〈休憩〉̶
15：30～16：00
　脚本家栗山宗大さんトーク
16：00～17：00
　「ふるさと」トークセッション

写真提供 国土交通省福山河川国道事務所

祝 中国やまなみ街道（尾道松江線）
　3月22日㈰全線開通
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　1月11日、びんご運動公園メインアリーナで「平成27年尾道市成人式」が行われ、男
性484人、女性462人、合計946人の新成人が参加しました。
　式では、新成人代表の「二十歳の誓いの言葉」や小学生と一緒に「夏の日の贈りもの」
の全員合唱などが行われました。

新成人、誓いを新たに

第94回
全国高校ラグビー大会ベスト4
　第94回全国高校ラグビー大
会で初めてベスト4まで勝ち
進んだ尾道高校ラグビー部の
選手たちが、1月 8 日、平谷市
長を表敬訪問し、大会の報告
を行いました。

一年の豊作や無病息災を願って
　 1月11日、山波小学校で尾道
市民俗文化財に指定されてい
る「山波とんど」が行われ、地域
の皆さんがとんどを担ぎ、はや
しに合わせて練り歩き、最後は
火がつけられました。

　中国やまなみ街道は、尾道市と島根県松江市を結ぶ、全長約137㎞
の高速自動車国道で、山陽、中国縦貫、山陰の各自動車道とも結節し、
広域的高速道路ネットワークの一翼を担う極めて有効な道路です。
　今回の全線開通により、地域間の連携、交流の促進、物流効率化、観
光振興などの地域経済の好循環が期待されます。

■問政策企画課（☎0848-38-9316）

3月22日㈰、中国やまなみ街道
（中国横断自動車道尾道松江線）が待望の全線開通！

　私が 8年前に中国横断自動車道尾道松江線建設促
進期成同盟会会長に就任以来取り組んでまいりまし
た中国やまなみ街道（尾道松江線）が全線開通する運
びとなり、心から嬉しく思っております。
　大きな力となりました諸先輩による取り組みに感謝
申し上げ、また力強く応援いただいた市民の皆様をはじめ、市議会、商
工会議所、関係団体等の皆様に厚くお礼申し上げます。
　今後は、尾道市が瀬戸内の十字路の起点都市として、姉妹都市で
ある松江市とともに、さらなる中国地方の活性化に向けて取り組
んでまいります。

市長コメント

トピックス－Topics－

　中国やまなみ街道（中
国横断自動車道尾道松江
線）は、残る未開通部分が
世羅IC～吉舎IC間のみと
なっていましたが、3 月

22日㈰に開通することになりました。
　写真は尾道ジャンクション（中国やまなみ
街道と山陽自動車道の分岐点）です。
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「囲碁のまち おのみち」～囲碁を活かしたまちづくり～

　尾道市では、囲碁を因島市（平成 9 年に囲碁を「市技」と制定）・豊田郡瀬戸田町と合併した平成18年に条例で
「市技」と定め、囲碁によるまちづくりを進めています。本因坊秀策囲碁まつり・市民囲碁大会など囲碁イベント
の開催をはじめ、公民館・学校・文化施設での囲碁教室の実施、囲碁記念館の開館・運営、碁ランティア（＝囲碁の
ボランティア）による囲碁交流などの活動を行っています。　 ■問文化振興課（☎0848-20-7514）

特集

　幕末に活躍した天才棋士本因坊秀策は、文政12年（1829年）因島外浦町に
生まれました。幼名を虎次郎といい、3・4 歳のときには、碁石を与えれば
すぐに泣きやみ、黒白を並べて遊んだといわれています。
　秀策は 9歳の冬に江戸の本因坊家に入り、本因坊丈和の弟子になりました。
11歳で初段の免許を得て15歳で四段の免許を得、18歳のとき大阪で井上幻庵
因碩と対局しました。世にいう「耳赤の一手」（ 5 頁参照）はこのときの一手を
指し有名です。20歳で第十四世本因坊跡目になりました。21歳で将軍の御前対
局である御城碁に初出仕しました。このときから12年
間御城碁において19連勝で負けることがありません
でしたが、34歳という若さで他界しました。
　秀策の布石は秀策流と称され、今日の対局におい
ても見ることができます。秀策の残した棋譜は450
局以上、秀策の棋譜を並べると段が上がるといわれ
るほどで、プロ棋士の多くもその手筋に学び、一度
は並べたことがあるといわれています。
　秀策はその棋力と人格により碁聖と呼ばれています。

本因坊秀策とは・・・
　本因坊秀策ゆかりの品々や囲
碁に関する資料を保存・展示し
ています。開館時間等、詳しくは
18頁をご覧ください。

本因坊秀策囲碁記念館

（第66回本因坊秀策囲碁まつり・第4回女流秀策杯決勝　星合志保初段対藤沢里菜女流本因坊）
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そ
の
一

碁
盤
の
位
置
の
名
前

そ
の
二
石
は
線
と
線
の
交
点
に
打
つ
！

　碁盤には、
石を打った位
置を示すため
の名前があり
ます。ルール
と合わせて一
緒に覚えま
しょう！

　囲碁では、碁盤に石を置くことを「打つ」
といい、石は碁盤の線と線の交点に打ちま
す。隅や端も交点なので、石を打つことが
できます。

1
．2
人
が
席
に
つ
い
て
一
礼
す
る
。

2
．そ
れ
ぞ
れ
が
使
う
石
を
決
め
る
。

3
．石
を
交
換
す
る
場
合
は
交
換
し
、碁
盤
の
脇
に
碁
筒
を
置
く
。

4
．「
お
願
い
し
ま
す
」と
一
礼
す
る
。

5
．対
局
。

6
．黒
・
白
と
も
に
打
つ
手
が
な
く
な
っ
た
ら
、駄
目（
黒
・
白
ど
ち
ら

の
目
に
も
な
ら
な
い
無
価
値
な
点
）を
う
め
て
、「
終
局
」の
意
思

を
確
認
す
る
。

7
．そ
れ
ぞ
れ
の
陣
地
を
整
理
し
て
数
え
る（
整
地
）。

8
．勝
敗
を
確
認
す
る
。

9
．石
を
碁
筒
の
中
に
入
れ
て
、片
づ
け
る
。

10
．「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
」と
一
礼
す
る
。

気をつけて！白
石のようにマス
の中や線の上に
は打てないよ。

そ
の
三
一度
打
っ
た
石
は
動
か
せ
な
い

そ
の
四
石
は
2
人
で
交
互
に
打
つ

　一度打った石は、別の
位置に打ち直すことがで
きません。石から指が離
れたら、打ったとみなさ
れ、対局では一度打った
石を動かして他のところ
に打ち直すと、反則で負
けになります。どこに打
つのが一番良いのか、
ルール違反にならないよ
うに良く考えてから打ち
ましょう。

そ
の
五
陣
地
が
広
い
方
が
勝
ち

　囲碁の勝敗は、陣地の広さにより決まります。陣地のことを「地」といい、
地の数を数えるときは「目」を使います。次の右図で、陣地の数え方を見てみ
ましょう。

そ
の
六
囲
っ
た
石
は
取
る
こ
と
が
で
き
る

　囲碁では、相手の石を自分の石で
囲むと石を取ることができます。「相
手の石をどうやって取るのか」、「自
分の石を取られないためにはどうす
るか」を考えることは、囲碁の面白さ
の一つです。
　石を取るときのルールは、一つだ
け。「石のまわりの道を行き止まりに
する」ことです。縦と横を敵に囲まれ
てしまうと、身動きがとれなくなり、
碁盤の上から追い出されてしまいま
す。これは囲碁の大切なルールなの
で、しっかり覚えておきましょう。

　「目」は地、「子」は石を数えるとき
に使います。碁盤の線は、端から第1
線、第2線と数えます。

　対戦する2人のプレーヤーのこと
を「対局者」といいます。対局を始める
前に、まず白と黒のどちらの石を持つ
のか決めます。石の色が決まったら、
黒石を持つ人（先手）からスタートし、
次に白石を持つ人（後手）と、2人が交
互に打ちます。
黒が打つとき
は黒番、白が打
つときは白番
といいます。

1目差で白の勝ち！

白石の道の全てを黒石
が囲みました。

白石には縦と横、道が4
つあります。

白石は道がなくなったの
で取られてしまいます。

「囲う」とは、ななめの位置
に石を打っても白石の道
は消えていないので、囲っ
たことにはなりません。

豆知識

対局の流れ

囲碁の基本ルール【6つ】

地や石の数え方白26目
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　囲碁愛好家の間で今でも語り継がれている一局に「耳赤の一手」がありま
す。棋力が著しく伸び、その名も全国に響き渡るようになった秀策18歳の時
の逸話です。
　秀策は 2度目の帰郷から江戸に帰る途中大阪に立ち寄り、当時準名人位（八
段）として名をはせた井上幻庵因碩と対局します。勝負は中盤まで因碩が有利
な形勢で進み、秀策が長考を重ね127手目を打ったその時「秀策の勝ち」を予言
する男が現れます。その男は医師で、理由を尋ねる門人達に「あの一手で因碩
師の耳が赤くなった。動揺し自信を失った証拠」と述べたそうです。
　予言通り形勢は逆転し、秀策が勝利します。この一手は、秀策の気力と天
分が凝縮した究極の一手だといわれています。

　囲碁のプロ棋士になるには、原則日本棋院または関西棋院で「院生」となり、定められた年齢までに、所定の成績を修める必要があります。
　昨年4月に、尾道出身として80年ぶりにプロ棋士となった関西棋院の飯田純也初段。関西棋院院生が入段できる期限は、男子の場合、
18歳の誕生日を迎える年度末までです。過酷なプレッシャーの中、17歳で入段した飯田初段に院生時代を振り返ってもらいました。

耳赤の一手

囲
碁
か
ら

　
　
発
し
た
日
常
語

　囲碁になじみがない人も、これらの言葉は聞いたことがあるのではありませんか。囲碁に語源を持
つ言葉は、意外に多くあります。
　奇　手　→　奇想天外で思いもよらない着手。 → 意表外な行動、行為のこと。
　玄　人　→　その道に熟達した本職、専門家。 → 反対語として「素人」がある。
　勝 負 手 　→　すべてを懸けて行う思い切った手段、行為。 → 「勝負手を放つ」
　一目置く　→　自分よりすぐれた才能や技、芸に敬意を表し、一歩譲ること。
　局　面　→　物事の成り行き　→　「困難な局面を打開する」などと使う。
　序　盤　→　対局の初めに配石された場面　→　物事の初期の情況をいう。
　先　手　　→　相手より好所に先回りすること。→「先手必勝」などという。
　次の一手　→　次に打つ一手　→　次に続く手段や行為のこと。

　

私
は
、中
学
一
年
生
の
時
に
、プ
ロ
棋
士
養
成
機
関
で
あ
る

「
院
生
」に
入
り
、プ
ロ
を
目
指
し
ま
し
た
。院
生
は　

級
か

ら
1
級
、そ
の
上
に
初
段
格
が
あ
り
、初
段
格
で　

勝
4
敗

の
成
績
な
ら
、プ
ロ
合
格
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

私
は
も
ち
ろ
ん　

級
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。私
は

院
生
経
験
の
中
で
、囲
碁
は
技
術
も
大
事
だ
が
考
え
方
、心

の
持
ち
方
が
か
な
り
大
事
だ
と
い
う
考
え
方
に
な
っ
て
いっ
た

の
で
す
が
、そ
れ
は
こ
の
時　

級
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
直
後

8
連
勝
し
、6
連
敗
し
た
経
験
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。

　

8
連
勝
で
き
た
の
は
幸
運
で
し
た
。初
め
て
院
生
に
な
れ

て
張
り
切
っ
た
気
持
ち
で
打
て
た
こ
と
も
良
い
方
向
に
働
い

た
と
思
い
ま
す
。し
か
し
私
は
こ
の
時
あ
と
何
連
勝
で
き
る

ん
だ
ろ
う
と
震
え
る
だ
け
で
、勝
因
を
振
り
返
り
、自
分
に

も
落
ち
度
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
、と
検
討
を
す
る
こ
と

を
し
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
の
よ
う
な
心
境
で
は
自
分
の
実
力

は
出
せ
ま
せ
ん
。次
の
対
局
は
負
け
ま
し
た
。自
分
が
急
に

弱
く
な
っ
た
よ
う
に
感
じ
、自
信
は
崩
れ
落
ち
ま
し
た
。し

か
し
こ
こ
で
も
、プ
ロ
間
近
な
ら
ま
だ
し
も
自
分
は　

級
な

ん
だ
か
ら
、今
は
強
く
な
る
こ
と
を
考
え
よ
う
、と
前
向
き

に
捉
え
直
し
て
い
た
な
ら
ば
、こ
こ
ま
で
悲
嘆
に
暮
れ
る
こ
と

は
無
か
っ
た
で
し
ょ
う
。そ
の
時
は
そ
の
よ
う
に
冷
静
に
捉
え

直
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、院
生
の
間
に

た
く
さ
ん
の
対
局
を
経
験
す
る
中
で
、いい
加
減
な
気
持
ち

で
碁
を
打
つ
と
負
け
て
し
ま
う
、と
い
う
こ
と
を
少
し
ず
つ
学

ん
で
い
き
ま
し
た
。段
々
と
自
分
の
碁
が
打
て
る
よ
う
に
な

り
、勝
率
も
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
で
も
気
が
緩
ん
だ
碁
を
打
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
の
時
は
、自
分
は
ま
だ
ま
だ
だ
な
、と
反
省
さ
せ

ら
れ
ま
す
。し
か
し
、院
生
の
最
初
の
頃
と
比
べ
れ
ば
、いい
加

減
な
気
持
ち
で
碁
を
打
つ
こ
と
が
減
り
、負
け
て
落
ち
込
ん

で
か
ら
立
ち
直
る
の
も
早
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。自
分

を
成
長
さ
せ
て
く
れ
た
と
同
時
に
、碁
の
深
さ
に
も
気
づ
か

さ
れ
た
院
生
経
験
で
し
た
。

　

全
国
の
囲
碁
フ
ァ
ン
の
人
々
に
、

本
因
坊
秀
策
生
誕
の
地
・
因
島
で

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て
も

ら
う
た
め
、日
本
棋
院
因
島
支

部
・
因
島
囲
碁
協
会
で
は「
碁
ラ

ン
テ
ィ
ア
」の
出
前
対
局
を
行
っ
て

い
ま
す
。初
心
者
か
ら
有
段
者
ま

で
、さ
ま
ざ
ま
な
レ
ベ
ル
で
対
局

が
楽
し
め
ま
す
。ご
宿
泊
の
お
客

さ
ん
も
、日
帰
り
の
お
客
さ
ん
も

大
歓
迎
で
す
。平
成　

年
度
は
、

2
6
4
人
の
利
用
が
あ
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
ま
で
、碁
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

活
動
は
因
島
地
域
に
限
ら
れ
て
い

ま
し
た
が
、昨
年
8
月
に
発
足
し

た
関
西
棋
院
尾
道
支
部
に
よ
り
、

尾
道
本
通
り
商
店
街
を
会
場
に

し
て
、碁
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

10

10

10

10
12

手
記

碁
ラ
ン
テ
ィ
ア

飯
田
純
也
初
段

※関連記事が16頁にありますので、ご覧ください。

「囲碁のまち おのみち」
～囲碁を活かしたまちづくり～

特集
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